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｢内閣不信任・解散して信を問え｣は、国民大多数の声。
７日(火)の各界連・中央社保協合同の国会議員要請行動は、2団体72人が参議院議員面会所に詰め掛けました。内閣不信任案の提出をめぐって混沌とした情勢の中、参加者は緊張感をもって地元選出議員、衆議院の鳩山グループ、消費税増税法案の採決で造反した議員を訪問し、「不信任案賛成に回ってほしい」「国民の声に耳を傾けてほしい」と訴えました。全国では、地元事務所への要請、ファクスで声を届ける行動、緊急宣伝行動などが取り組まれています。いよいよ正念場、最後まであきらめないほうが必ず勝ちます。国民のくらし、いのち、営業・地域経済の存続をかけて奮闘しましょう。

１、地元選出の衆参国会議員に｢増税法案は廃案に｣「内閣不信任を」の声を集中しよう。

2、 街頭宣伝行動で増税法案廃案の可能性を知らせよう。
3、 8日(水)の国会要請行動を大きく成功させ、増税反対の声で国会を包囲しよう。
＜8日(水)の行動＞ 12時15分～　国会前集会（4団体共同）・1,000人規模
　　　　　　　　　　  13時～参議院議員会館B109で増税法案廃案を求める8･8院内集会

　　　　　　　　　　　17時～中央社保協・各界連の緊急街頭宣伝行動：新宿駅西口

＜議面集会での井上哲士参院議員の国会情勢報告・要旨＞
消費税増税法案の採決をめぐって、情勢は刻一刻と変化している。中央公聴会では、与党招致の参考人さえ苦言を呈する状況で、公共事業に充当、社会保障は削減と、国民の願いに反する法案の内容が日に日に明らかになっている。本日7日、野党７会派に無所属議員も加え、衆院への内閣不信任案、参院へは問責決議案を提出する。自民党は野田首相に早期解散の確約を取り付けた上で、明日、締めくくり質疑の上、採決しようと主張。７会派の動きに危機感を持った野田首相は８日採決に応じる構えを見せている。財界の意を受けたマスコミはいっせいに「三党合意を破棄していいのか」と民・自・公をあおっている。私たちの運動が、増税勢力の目論見を狂わせ、押し込んでいる。草の根のたたかいと結んで、必ず廃案にするために全力を挙げたい。ともに頑張りましょう。
国会議員要請行動の結果から　＜8月6日分＞

· 橋本勉議員(民主)　応接室まで通してもらい、「デフレ状況下での増税に反対した。議員によく伝えておく。議員が不在ですみません」

· 山岡達丸議員（民主）「国民の信を裏切ることは出来なくて棄権した。不信任の話もあるが、それもちゃんと受け止めている」

· 下条みつ議員（自民）本人と20分懇談。主に議員が増税の必要性を論じる。転嫁対策、低所得者対策は言うが、具体性なし。
· 宮崎岳志議員(民主)「基本的に増税反対の考えで、ずっとその主張をしています。今、民主党は国民の声どころか、党内の議員の声も聞いていない」
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　このニュースは県各界連および加盟団体へ送っています。増し刷りしてご活用ください。
























































































































































